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皆さんこんにちは。この資料は、模擬国連に関係する用語について解説したものです。プ

ロシージャーや他の資料とともに読んでみるとより理解が深まるかと思います。数字を参

照というのは、各用語の説明の初めに書いてある数字の事です。 

 

1：Position and Policy Paper  

〇通称…PPP 

〇会議に参加するために最低限必要な事項を記入する資料。要提出。 

〇記入する項目は、主に以下のもの。 

① 基本情報 

② 議題に関する自国、他国の状況  

③ 自国の論点整理 

        限られた時間の中で的確な話し合いを行うために議題に沿った論点が設

定される。今回の論点は以下の 3 つ。１．頭脳流出 

                         ２．非正規移民 

                         ３．困難に直面する移民の保護 

④ 自国の政策立案 

         具体的な成果をもたらす政策を実施しようとすれば、多かれ少なかで

反対する国がおそらく出てくる。そこで最大でどこまで譲歩すること

ができるかを決めておく必要がある。それを以下のように言う。 

           トップライン…自分が追求したい最大限の利益 

           ボトムライン…自分が確保したい最低限の利益 

 

2：Negotiation Paper   

〇通称…NP 

〇自国の政策などを他国に掲示するもの。すべての国が閲覧できるよう公開するのでグル

ーピングの際に有効。 

〇細かいルールは「NP の作り方」という資料に載っているので、必ずルールを守って提出

する。期限にも遅れないように注意。 

 

 

 



3：アウトオブアジェンダ 

〇アウトオブアジェンダとは会議の中で議論することのできない内容のこと。アウトオブ

アジェンダに設定された内容を成果文書に載せることはできない。今回の議題でのアウ

トオブジェンダは以下の 4 つ。 

 ・論点と関係のない議論 

 ・国内移住 

 ・送金コストの解決に関する議論 

 ・難民キャンプや第三国定住といった、難民に特化した議論。 

 

4：公式発言（スピーチ）の意味・重要性 

・スピーチとは、全参加国に向けて自国の大使として確実に発言することができる、そ

して他の国に自国が伝えたいことを聞いてもらえる貴重な機会。全国民を背負って国の

代表として会議に参加しているので、責任をもってスピーチをしよう。 

・他国のスピーチも聞くようにしよう。他国の状況や、自国との共通点・違う点がわか

り、会議の交渉などで役に立つ。 

 

5：公式討議（スピーチ）の内容 

・話す内容について、特に規則はない。ただ最初に「議長さんありがとうございます。

○○大使です。」から始めるのが一般的。 

・話すべき内容はスピーチする時間帯によって変わってくる。 

スピーチをするのが会議の最初のほうであれば、自国が用意してきた政策について説明

したり、自国がこの会議を通して達成したいこと、自国の考えている行動予定などを説

明したりするのが良い。 

会議後半にスピーチをするのであれば、その時点での自国の状況（例えば、「私たちは、

～グループに所属していて、こういう意見でまとまりました。」など）や、グループと

して目標（例えば、「EU グループとコンバイン交渉したいです。」など。）をスピーチす

るのが良い。 

＊グループについては 11 を参照。 

＊コンバイン交渉については 15 を参照。 

・もちろん話す内容は前述したことだけでは限りません。制限時間を有効に使って、全

参加国に伝えたいこと・伝えたほうが良いなと思うことを伝えよう！ 

 

 



以下の写真は実際のスピーチの写真。前に出て話す。 

 

6：動議 

・動議をあげるのは、スピーチが終わった後。スピーチが終わったら議長が「動議のあ

る大使はいらっしゃいますか？」と聞くので、動議をあげたい大使をそのタイミングで、

モーションと言いながらプラカードを高く上げる。（プロシージャーを参考に） 

・動議の種類（動議で提案できること）・発表の仕方についてはプロシージャーに書い

てあるので読んでほしい。 

・会議の時間帯や、流れを考えて、今 1 番何をすべきかを考えて動議を出す。 

7，8 で各々の性質や主にやることを説明していきます。（プロシージャーに書いてある

のも参考に） 

 

 

 

 

 

 

 

 



7：アンモデレーテッドコーカス  

・通称…アンモデ 

・アンモデレーテッドコーカスの最も大きな特徴は、席を立って自由に動き回って交渉

などを行えるという点。みんなの顔が見やすく集まって話し合える一方で、みんなが一

斉に話し始めたりすると収集がつかなくなったり、一部の人だけがずっとしゃべってい

る状況になったりする。ちゃんと話し合いをコントロールする必要がある。 

・アンモデレーテッドコーカスにおいて、主に最初に行われるのは、立場や政策が似て

いる国同士が集まって、その国同士でグループとしての立場や政策を話しあう。立場や

政策がまとまりだしてきたら Draft Resolution（9 を参照）を書いたり、他グループと

話し合って相違点を確認しあったりする。会議の最後のほうでは、コンバイン交渉（15

を参照）を行ったり、その結果を共有したりする。以下の写真は実際のアンモデレーテ

ッドコーカスの写真。 

 

 

 

 

 

 

 

 



8：モデレーテッドコーカス 

・通称…モデ 

・モデレーテッドコーカスの最も大きな特徴は、発言者のみがその場で立ち、マイクを

もって話すという点。しかも動議によって決められたトピックについてしか述べること

ができない。議長から指名されれば（発言の希望の仕方はプロシージャーを参考に）、

スピーチと同様に全参加国に自国の意見を表明できる一方、一気にいろんな国が意見を

言えるアンモデレーテッドコーカスと異なり、1 か国ずつしか発言できないので、みん

なで話し合いたい場合や Draft Resolution(9 を参照)を書く作業をしたいときにはあま

り向いていない。 

・モデレーテッドコーカスが行われるのは、アンモデレーテッドコーカスを行う前にど

の国がどういう立場なのかを知ったり整理したりするときであったり、アンモデレーテ

ッドコーカスを行った後で、いろんなグループ（11 を参照）が出来上がったときに、

各々のグループがどういう立場なのかを知りたいときに行ったりする。 

以下の写真は実際のモデレーテッドコーカスの写真。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



9：Draft Resolution 

・通称…DR 

・DR とは…決議案のこと。会議を通して作成する。体裁が著しく乱れている場合や、

ページ数が決められた枚数より多い場合は受理されないことがある。 

受理されれば投票にかけられ、可決されればその議場の決議となる。DR の兼任はでき

ない。また、必ずどれかの DR のスポンサーになる必要はない。 

・決議案に書くこと…①提出国、スポンサー国の名前、 

              ↓何が違うのか？ 

     提出国…DR を提出する国。下線が引いてある。 

     スポンサー国…DR の内容に賛成している国 

②前文…主に過去に話し合われた決議や現状の認識などを書く。例)SDGｓなど 

 

③主文…具体的な解決手段を書く。 

・「DR・WP の作り方」という資料も絶対に読んでほしい。ルールなどが細かく書かれ

ている。 

 

10：Working Paper 

・通称 WP（ワーペ） 

・DR 提出のために決められた国の数だけスポンサー国が集まらなかった場合に提出す

ることができる。DR とは違い投票にかけることはできないが、自分たちの意見を国

際社会に伝えることができる。 

・「DR・WP の作り方」という資料も絶対に読んでほしい。ルールなどが細かく書かれ

ている。 

 

DR と WP の違いまとめ 

①DR・WP ともにスポンサー国が一定以上必要だが、その数に差がある。 

②DR は投票にかけられる。WP はかけられない。 

③DR は修正案になることができる。WP はできない。 

 

 

 

 

 

 



11：グルーピング 

・アンモデの際、話し合いのためにいくつかの国が集まりグループを作ること。多くの

場合、似たような立場、意見の国が集まる。 

例）中南米の国が集まったグループ 

  核を保有している国のグループ 

ここで集まった国で DR を作成していく。途中で別のグループに移ることもできる。 

また、必ずどこかのグループに属す必要はない。会議前に自分はこういう国とスタンス 

が近そうだというのを考えておくとよい。 

 

12：外交 

・アンモデの際、他グループと交渉をする役割。他グループの意見を聞く、自国のグル

ープへの勧誘、コンバイン交渉などを主にする。 

 

13：内政 

・アンモデの際、自国のグループ内での交渉やグループの意見を文言にし、DR を作成

していく役割。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



14：メモ 

・モデなど、大使が席を立つことができないときの交渉に使います。紙はメモ帳やルー

ズリーフを切ったものに書き、あまり大きい紙は使わないようにする。また、スピー

チ中のメモ回しは禁止。 

・メモは書いたら、メモを持ちながら手をあげる。そうすれば、スタッフがメモを取り

に来てくれる。また、他国からのメモもスタッフを通じて届く。 

・メモの書き方…メモには To、From を必ず書いて、スタッフに分かるようにする。 

 

メモの例） 

             To Germany 

               EUで話し合いたいのでアンモデの際 

議場後方に来てください 

                    From France           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



15：コンバイン交渉（Combine）  

・コンバインとも呼ばれる 

・コンバインとは、各グループから 1つずつ提出された DR（決議案）を、議場全体で 1

つ、ないしはより少ない数にまとめようという行為。 

（例：議場に A グループ、B グループ、C グループの 3 つのグループがあり、A,B,C す

べてのグループの Draft Resolution を 1つにして提出することもあれば、A,Bグループ

のそれぞれの Draft Resolution を 1つにして提出、Cグループの Draft resolution はど

ことも合体せずに内容を少し増やして提出することもある） 

・なぜ 1 つにしようとするかというと、参加国全ての同意が得られた１つの DR を提出

することが、それぞれのグループがそれぞれの DR を出すことよりも、国際平和の達成

や、議題に対する解決策の点で、効果的であり、有益であるから。 

・プロシージャーの 2－6 ではコンバインした DR の提出の仕方が明記されているので、

読んでほしい。 

 

・実際の交渉の流れ…1つにしていくためには、各グループが譲歩をしていく必要があ

る。そのために、各グループ同士で「DRの〇番の文章は、私たちのグループには不利益

だから消してほしい」とか「私たちの〇番の文章と、あなたたちの◇番の文章は内容が

似ているからどちらか 1 つにしよう！」とか、あるいは、「こういう文言があってもお

互いにとっていいと思う」と言って新たな文章を加えたりもする。 

このような交渉を通じて、最終的に 1 つの DR へと向かっていく。またこの交渉は主に

アンモデレーテッド・コーカス（アンモデ）で行われます。議場で、「今からコンバイ

ン交渉します」という声が聞こえてきたら上記のような交渉がなされていると思えばよ

い。 

・ただ、このコンバインは必ずしもうまくいくわけではない。あくまで自分たちのグル

ープの国益を守ることが最優先なので、前述したような交渉をしても、結局まとまらず

に、各グループからそれぞれ DR が出ることも大いにある。コンバイン交渉を通して議

場全体で 1 つの DR を作成することは大いに大切ですが、国益を守ることが最優先であ

ることを忘れないでください。国益を守るために準備段階で自国の、また会議が始まっ

てグループができたらグループ内でグループとしてのトップラインとボトムラインを

しっかり決めておくとよい。 

 

 

 

 

 



16：投票 

・議場に出たすべての DR に対して投票が行われる。 

・投票形式は「ロールコール投票（Roll-Call Vote）」と「コンセンサス投票（Consensus 

Voting）」の 2 種類。1 つずつ説明する。 

 

・ロールコール投票（Roll-Call Vote） 

議長のほうから、投票形式についての動議がなされる。そこで以下のように言った場合、

必ずロールコール投票（Roll-Call Vote）に移行する。 

（具体例：A 国大使は、ロールコール投票を提案します。） 

ロールコール投票（Roll-Call Vote）に移行したら、プロシージャー2－14 のような投票

が行われます。 

（プロシージャー2－14：議長は、アルファベット順に１カ国ずつ名前を呼ぶので、各

大使は、”Yes.（賛成）”, ”No.（反対）”, “Pass(飛ばす)”, ”Abstention.（棄権）”のいずれ

かを答える。Yes の数が No の数を上回った場合、その文書は可決される。） 

Draft Resolution が議場に複数個提出されているときによく行われる。 

 

・コンセンサス投票（Consensus Voting） 

議長のほうから、投票形式についての動議がなされます。そこで以下のように言った場

合、コンセンサス投票（Consensus Voting）に移行する。ただし、1 か国でもコンセン

サス投票（Consensus Voting）に反対したり、ほかの国からロールコール投票（Roll-

Call Vote）が提案されたりしたら、コンセンサス投票（Consensus Voting）を提案し

ていたとしても、強制的にロールコール投票（Roll-Call Vote）に移る。 

（具体例：B 国大使は、コンセンサス投票を提案します。） 

コンセンサス投票では、議長から「DRに対し賛成の国はプラカードを上げてください」

と言われて、すべての国がプラカードを上げたら可決となる。 

コンセンサス投票は、前述のコンバイン交渉を通じて議場に 1 つの DR が出されたと

きに行われることが多い。 

 

・いかなる投票のスタイルであっても、スポンサー国は、自分がスポンサーをし

ている Draft Resolution に対して、賛成することしかできない（Yes としか言

えない）。 

 

ぜひ読んで内容を頭に入れて会議に参加してほしい！！そのほうが

会議が有意義になる！！           


